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 第三者行為が疑われる受診があった場合の保険者への情報提供について（依頼） 

 

 本県の保健医療行政の推進に、日頃格別の御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、国民健康保険・後期高齢者医療制度の健全な運営に資するため、医療費の適正な給

付が求められており、交通事故などの第三者行為に係る情報把握も重要な取組の一つとなっ

ております。 

 特に患者の疾病等が第三者によって生じたと認められる場合に、保険医療機関等において

診療報酬明細書の特記事項に第三者行為である旨記載していただくことは、保険者が第三者

行為を発見する手段として大変重要な役割を果たしています。国も別添の令和３年８月６日

付け事務連絡において、保険医療機関等において患者の疾病等が第三者行為によって生じた

と認められる場合には、特記事項の記載の必要性を強調しているところです。 

 つきましては、第三者行為に係る以下の２点について、貴医師会、郡市医師会及び貴会員

の皆様に御協力を賜りますようお願いいたします。 

 

〈ご協力いただきたい事項） 

● 診療報酬明細書等の「特記事項」欄への「１０.第三」の記載について 

  医療機関の皆様へ記載をお願いするため、別添１「医療機関の皆様へ」について、貴会

員の皆様へ送付していただくようお願いいたします。 

 

● 第三者行為が疑われる受診があった被保険者への傷病届提出の勧奨について 

  別添２「国民健康保険・後期高齢者医療 被保険者の皆さまへ」について、院内への掲

示に協力いただくよう貴会員の皆様へ周知していただきますようお願いします。 

 

※第三者行為とは交通事故、傷害事件、他人の飼い犬に噛まれたなど第三者（加害者）によ

る行為を指します。 

                               【担当】〈国民健康保険〉 

                                             国保企画担当 佐久間 

      T e l：０４８－８３０－３３５７  

      Mail：a3350-03@pref.saitama.lg.jp  

                       〈後期高齢者医療制度〉 

                        福祉医療・後期高齢者医療担当 伊佐山・小島 

      T e l：０４８－８３０－３３５８  

      Mail：a3350-04@pref.saitama.lg.jp  



㊢



                                     別添１ 

令和６年５月 

 

埼玉県保健医療部国保医療課 

埼玉県市町村国民健康保険 

埼玉県後期高齢者医療広域連合 

埼玉県国民健康保険団体連合会 

 

医療機関の皆様へ 

第三者行為該当レセプトの「特記事項」欄記入のお願い 

 

 患者の疾患又は負傷が、第三者の不法行為（交通事故、傷害等）によって生じ

たと認められる場合は、レセプトの特記事項欄に「10 第三」と記入するよう厚

生労働省の明細書記載要領に定められているところです。 

 

 第三者の不法行為（交通事故、傷害等）によって生じた医療費は、市町村(保

険者)等が支払った後、第三者に過失割合に応じて請求しています。 

 

 医療費の適正な給付のため、第三者行為に係る情報把握は重要な取組の一つ

となっております。レセプトの特記事項の記入は第三者の不法行為（交通事故、

傷害等）を発見する手段として、大変重要な役割を果たしています。 

 

 つきましては、交通事故等による治療に際し、国民健康保険及び後期高齢者医

療を使用した場合は、レセプト提出前にご確認のうえ、別添を参考に、特記事項

欄へ記入いただきますよう医療機関内での情報共有をお願いいたします。 





︕ 法令により届出の義務があります。(国民健康保険法施行規則第32条の6等)〇

示談をする前に

必ず市（区）町村の
国民健康保険・

後期高齢者医療担当窓口に

ご相談ください。

埼玉県・埼玉県市町村国民健康保険

埼玉県後期高齢者医療広域連合・埼玉県国民健康保険団体連合会

こんな時にも届出が必要です。


